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　ペプシノーゲンは、胃の粘膜でつくられる消化酵素（ペプシン）の元となる物質です。胃がんの前病変ともいわれ
る萎縮性胃炎ではこのペプシノーゲンの分泌量が減少します。
　ペプシノーゲン検査とは、血液中のペプシノーゲン濃度を測ることによって萎縮性胃炎の進行度合い、つまり胃が
ん発生の危険度を推定するものです。
　胃部 X 線検査や胃内視鏡検査が胃がんそのものを発見する検査であるのに対して、血清ペプシノーゲン検査は「胃
がんのできやすい人」を発見する検査です。 

ペプシノーゲンⅠ：主に胃底腺主細胞（胃の下半分や胃底部や胃体部）から分泌されます。
ペプシノーゲンⅡ：主に胃底腺の他噴門腺、幽門腺、十二指腸腺など胃全体から分泌されます。

　
　Ⅰ / Ⅱ比： �胃の粘膜の萎縮が進むと胃底腺が縮小していきます。ペプシノーゲンの基準値には個人差があるため、

ⅠのみではなくⅠ / Ⅱ比をみることが大切です。

陽性の基準：ペプシノーゲンⅠ値が 70.0ng/ 以下 かつ Ⅰ / Ⅱ比が 3.0 以下

ペプシノーゲンが陽性だった場合
ペプシノーゲン検査が陽性だからといって将来必ず胃がんになるというわけではありませんが、これまで胃部 X 線
検査で問題がなかった方でも、念のため一度精密検査（胃内視鏡検査）をお受けください。またもし精密検査で
問題がなかったとしても定期的に胃内視鏡検査で経過観察していただくことをおすすめします。

ペプシノーゲンが陰性だった場合
陽性の方と比べて、相対的に胃がんになりにくい方と言えます。ただし絶対にならないというわけではなく、今後
胃の萎縮が進んでペプシノーゲン検査で陽性になる場合もあり得ますので、本検査や胃部 X 線検査・胃内視鏡検査
を用いた定期的な確認が望ましいです。

　なおペプシノーゲン検査は病院で胃酸分泌抑制剤（プロトンポンプ阻害剤）を処方されている方や胃を切除された
方、腎臓が悪い方等では判定が難しい場合があります。お心当たりのある方は、今回の結果について主治医にご相談
ください。

ペプシノーゲン検査を受診された方へ
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